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文の具体例からわかること，考えられることは下記の２点である。  
①授業は，教材を媒介として教師と子どもとの関わりで成り立っていると考えると，九つ

 の要因は教材に関する「Ａ．教材文」と，教師の指導に関する「Ｂ．教師のことば（発

 問，助言，指示など）や姿勢」「Ｃ．動機づけ」「Ｄ．学習方法」「Ｅ．学習形態」「Ｆ．

 言語活動」「Ｇ．単元構成の工夫」「Ｈ．評価」「Ｉ．言語環境，言語生活」の二つに

大別できる。また，この分類で考えると，圧倒的に教師の指導に関する要因が多い。教

材に関する要因である「Ａ．教材文」はわずか３編のみであった。つまり，教師の指導

法という視点で子どもの情意を高めようとしていることがわかる。確かに授業者は教師

であるから指導法に関するものは多いのは当然であろうが，教師と子どもを取りなす「教

 材」そのものを教師がどう読み，どう考え，どう与えるかといった教材レベルに立ち戻

 って子どもの情意を考えていく必要があるのではなかろうか。  
 
②「Ｂ．教師のことば（発問，助言，指示など）や姿勢」にある「意欲的に取り組んでい

 る姿を目標にするのではなく，意欲的に取り組んでいる姿を，生徒自身が実感し，「自

 分は意欲的に取り組めたのだ」という自信を持たせること」（93.陣川）をもとにして考

 えられることは，子どもの内面には質的なレベルがあるということである。つまり，子

 どもの内面のどの位置に働きかけるのかを教師が意識する必要がある。確かに種々の要

 因を使うことにより，子どもの情意を高めることは可能であることは各論文からわかる。

 ただし，問題は子どもの情意がどのレベルであるかということである。つまり，子ども

 の情意には「楽しそう」「やってみたい」というレベルから，子どもが自分の状態・意

 識をメタ認知できるような，いわば実感できるようなレベルまでの幅があるということ

 である。その実感できるレベルまでの働きかけのために，どんな要因を，いつ，どのよ

 うに使うのかを教師が意図的に仕組まなければ表面的な「関心・意欲・態度」になるで

 あろうということである。 
 
５．まとめと今後の課題 
 国語科授業において，子どもの学習意欲，興味・関心・態度といった情意的側面が喚起

される要因は何であるかを二誌の国語科教育雑誌をもとに調査した。  
 その結果，情意が喚起される要因として九つあることがわかった。また，この要因は教

材側と教師側の二つに大別され，論文では教師側について詳しく示していることがわかっ

た。また，子どもの情意を高めるための要因ではあるが，大事なことは子どもの内面に響

くような要因でなければならないことである。「楽しい」はもちろん大切なことであるが，

自分の今の位置を振り返ることのできる状態に，いわば「実感」できる状態にまで深めて

いけるように教師が仕組むことが必要であることがわかった。  
  もちろん，課題もたくさんある。今回は一つの論文から主だった要因を一つ取り上げて考

察したが，授業の中にはたくさんの要因が入っていることをどう考えるのか。また，一つ

一つの要因のもつ質的な成果や効果に具体的に言及しなくてもよいのかなどである。これ

らについては今後の課題としたい。  
 
注(1) 鈴木誠, 意欲を引き出す授業デザイン, 東洋館出版社, pp.18-19, 2008. 
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